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　仁誠会の理念は「心ひとつ」です。これは、赤とんぼ設立の時に仁誠会全体の理念とし

て掲げ、以来私たちは、医療・介護の現場で患者さん・利用者さんとの「心ひとつ」、職員

同士の「心ひとつ」、地域との「心ひとつ」を目指して、15年間やってきました。

　今回の熊本地震に遭遇して、これまで「心ひとつ」を理念として築き上げてきたものが

あったからこそ出来た沢山のことがありました。しかし、想定を超える混乱の中で対応出

来なかったこともありました。

　熊本地震　その時、何が起こったのか、そして私たちは何を学び、私たちの目指す「心

ひとつ」をさらに実現するためどうしていくのか。

　それぞれの「その時」を振り返り、明るい未来のための糧としたいと思います。

　この度は、当法人に対し早速丁重なるお見舞い支援物資と、励ましのお言葉並びに

ご尽力をいただくと共に、過分なるご配慮をいただき厚く御礼申し上げます。

　仁誠会は今後とも信頼される地域に根ざした医療機関・福祉施設として、地域の医

療、福祉サービスを支えてまいる所存でございます。引き続きご支援、ご協力を賜ります

よう心からお願い申し上げます。本来であれば、拝眉の上御礼を申し上げるべきところで

はありますが、先ずは本紙をもって厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

「心ひとつ」
2016.4.14　熊本地震から

心あたたまるご支援
ありがとうございました。

「今日より明日」と
前に進んでいこう
上田 勝利さん（仁誠会クリニックながみね）

　私は透析を行うようになり1年になります。食事のリン、

カリウムについては少し分かってきましたが、水分の摂り方

についてはまだまだ勉強中です。

　今回の地震ですが、2度の地震は前触れもなく突然来ま

した。携帯電話の警告音、食器等の割れる音が響き渡りま

した。突き上げるような激しい揺れが続き、急いで布団か

ら這い出ました。震度7を観測した事を聞き揺れの大きさ

を悟り、その夜は恐ろしくてソファーに寝ましたが、再び物

凄い揺れが襲い、慌ててテーブルの下に隠れました。長男

が階段を転げるように降りてきて、「はよ外に出るばい」の

声に急いで、グランメッセに行き、そのまま避難生活の日々

を送ることとなりました。駐車場は避難されて来た方の車

ですぐに一杯になり、昼は後片付けで、夜は車に戻り、車中

泊が2週間ほど続いたが、ようやく通常の生活を確保する

事が出来ました。

　今回の避難生活の中で支援物資の有りがたさ、ボラン

ティアを率先して行う、その人たちの行動力にとても感動

しました。私たち家族もその心に負けないように、「今日よ

り明日」と一歩ずつ前に進んで行こうと思っています。

できれば家に帰って
元の生活をしたい
木寺 三夫さん（仁誠会クリニック新屋敷）

どんな被害を受けましたか？
　自宅は御船町。

　建物の崩壊は免れたが道路や地面に亀裂が入り、危険で

立ち入り禁止となっている。

　今は、大江の娘のところに避難しているため嘉島クリ

ニックから一時的に新屋敷に転院している。

地震直後はどうしていましたか？透析は？
　当日は、外に出て夜を明かした。

　透析は、病院から特に連絡はなく、とりあえず病院へ行っ

てみた。

水道がでず、1回は、玉名の病院まで行って3時間透析をして

もらった。

今の気持ちと今後の希望は？
　今も不安。

　時々自宅へ帰って片付けなどしているが、建て替える余

裕もなく、どうすればいいのか先が見えない状態。

　退職の時に建てた愛着のある家なので、できれば家に

帰って元の生活をしたいと思う。　　　  　　（文責　斉藤）

みんなの好意に助けられて
佐藤 哲矢さん（仁誠会クリニック光の森）

　グラグラッときた、とっさに身体を右に回転させてベッドか

ら転がり落ちました。経験したことのない大きな揺れに生きた

心地がしませんでした。すぐにチャイムが鳴って安否の確認をさ

れ、数日後、瓦の落ちた棟に見かねたご近所さんがブルーシー

トを被せてくれました。それからは家内は給水の列に並び、カセットコンロで煮炊きを

する日が2週間あまり続くことになった次第です。

　透析が3時間の週に2回と聞いて、ただならぬ事態だと初めて気がついたわけで、阪

神・淡路大震災のときの教訓「3日間は自力で生き延びる」を思いだしてカリウム・ナト

リウム・水分の制限と十分なカロリー摂取のきびしい食事管理で短時間の透析を乗り

切りました。

　今回、普段交流のなかった家内の友人や知人、近所の方の好意に助けられて、未曾

有の災害をなんとか乗り越えることができました。

一歩一歩元に戻れるように！
硯川 節子さん（赤とんぼ入所ご利用）

　4月14日の前震。眠っていたましたが、突然の揺れにただただ

びっくりしました。必死に頭を上にあげベッドの柵にしがみつきま

した。不安と恐怖に襲われましたが、幸い部屋のものも倒れたりせ

ず、すぐに職員が安否確認にきてくれフロアに私たちを避難させて

くれ安心しました。

　子供たちのことも気になり心配しましたが、数日後に会いに来てくれ無事が確認でき

ほっとしました。娘の職場が益城でしたので気になっていました。

　震災から約2ヶ月が経とうとしています。まだ余震もあり、少しの揺れにも身体が反応

してしまいますし、揺れている感覚に襲われます。しかし、利用者さん同士、また職員のや

さしさやがんばりに励まされています。

　今の自分には「がんばろう」や「がまだせ」などという言葉を力強く言うことはできませ

ん。しかし、「安心してください。すこしずつ今までどおりにもどっています。」と言えます。

　がんばりすぎず一歩一歩元に戻れるように！

不気味な活断層
池田 京子さん（赤とんぼ通所ご利用）

　水の都を誇るこの美しい熊本

に、未曾有の大地震。私達はその

恐怖に慄いた。

　4.14、更に4.16の夜は悪夢の

如き震度7に見舞われた。初震の

夜、家族6名、もうここにいては危

険だと察知し長嶺小学校グラウ

ンドに避難した。既に相当数の車がひしめき合ってい

た。その後も余震は絶え間なく続き、車中泊の不安な

日々を数日過ごした。

　日頃からお世話になっている赤とんぼさんも相当な

被害だったようで、通所中止となり淋しい思いもしたが、

全職員の方々が我が家の事は後回しにして全力で再開

に向けて取組んでくださったお陰で、晴れて通所利用可

能となり、楽しい日々が戻ってきた。

　遠方からもボランティアのグループの方々が来所さ

れ私たちを慰めて下さった。ぐっと、あついものが込み

上げて来て涙した。通所のプログラムも震災前の賑やか

さに戻った。

　私たちの楽園。赤とんぼへ通所が出来る幸せをひしひ

しと感じ、感謝の日々を送っている。

「大丈夫ですよ」の職員さんの一声
朽木 玲子さん（赤とんぼ入所ご利用）

　震災は急に来るからやっぱり怖いわね…

　特に震災直後はとても怖かったけれど、「大丈夫ですよ」の職員

さんの一言でだいぶ落ち着くことが出来ました。

　震災後は皆（利用者）で一緒にフロアで過ごしました。怖いのは

怖かったですけど、皆と一緒に過ごすことでだいぶ安心しました。

　職員さんがばたついたり騒いでいると心細く不安に感じたかもしれませんが、とても落

ち着いて行動されていたので安心しました。

　停電や断水で、食事が2回になったこともありましたが、私は白川の大災害や戦時中に

もっとつらい体験もしてきましたのでそんなに苦には感じませんでした。

　でもまだふいに余震が来るから病気より怖いですね。

　今回の震災で人が近くにいることの安心感や、一言の声かけの大切さを感じました。

本当に主人に感謝！
木村 真由美さん（仁誠会クリニック黒髪）

　透析歴36年目になりました。今回の熊本震災を思い出すと今

でも涙が出ます。

　本震の時は自宅で寝ていました。地震で玄関は歪み、すぐには

逃げる事が出来ず、家の裏の窓からなんとか逃げる事が出来ま

した。逃げる時には転倒し、左足は腫れ上がり、右手は骨折し、死を予感しました。逃げ

た後に救急車を呼ぶにも家の周りは液状化現象で通行できず、主人の力を借りてやっ

との思いで消防署まで行くことができ、無事済生会までたどり着きました。本当に主人

に大変感謝しています。

　その後は3日間済生会で入院し、仁誠会クリニック黒髪に転入。済生会では冷たい

500mlのペットボトルを渡され3日間過ごしていましたので、黒髪に来た時の温かいお

茶とおにぎりは、本当に大変ありがたかったです。

　地震は落ち着いてきましたが、今も全壊した家に居なくてはならず、不安な日々を過

ごしています。

もしも透析中に災害が起きたら…
Hさんの声（仁誠会クリニック大津）

　2回の地震で家は傾き瓦が落ち、4日間は車中泊でした。当時は生活することが必

死で仕事どころではないと、思っていました。食べるものには困らなかったけど、透析

ができないかもしれないと思い、水はがぶ飲みしないように注意していました。そし

て自分の為だからしっかりしないといけないと思っていました。

　病院からの変更の連絡は携帯電話にあり、スムーズでした。今後、透析中に災害が

起きたらどうしたらいいのか分からないので不安があります。これからその時の対

応も教えてもらえたらいいと思います。

　4年前透析を導入し、今まで出来れば透析はしたくないと思っていました。

　被災直後は透析の回数や時間に制限があり、いつも通りの透析ができなかったけ

れど、地震の後、ここで透析を受けられた時に初めてホッとした思いになりました。

医療法人社団 仁誠会 理事長 田尻 哲也

会長 田尻 宗誠
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災
害
対
策

　
今
回
の
地
震
で
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
患
者
さ
ん
と
の
連
絡
に
苦
労
し
た
点

が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
災
害
時
、通
信
手
段
の
一
つ
と
し
て
1
7
1
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
時
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
情
報
を
1
7
1
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
へ

登
録
し
ま
す
の
で
、情
報
を
と
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
是
非
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ス
タ
ッ
フ
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

1
7
1
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
を

仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
が
み
ね 

技
士
科
長　

山
本 
宗
彦

　

最
初
に
今
回
の
震
災
に
よ
り
、亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、今
も
尚
こ
の
影
響
に
よ
り
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
以
前
の
生
活
を
戻
す
た
め
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間
は
掛
か
り

そ
う
で
す
が
、明
る
い
未
来
を
信
じ
て
生
き
る
た
め
に
、常
に
前

向
き
に
考
え
、行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
震
災
を
う
け
て
の
臨
床
工
学
技
士（
以
下
、技

士
）の
動
き
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、透
析
を
行
う
た
め

に
最
も
必
要
な〝
水
〞に
つ
い
て
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

透
析
を
行
う
に
は
通
常
の
飲
み
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
水

道
水
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、水

道
水
に
は
消
毒
を
目

的
と
し
た
塩
素
が
ご

く
わ
ず
か
で
す
が
、

混
ざ
っ
て
い
ま
す
。こ

の
ま
ま
使
用
し
て
し
ま
う
と
、身
体
の
血
球
等
が
破
壊
さ
れ
ま

す
。ま
た
、水
道
水
の
硬
度
成
分
に
よ
り
、透
析
液
の
濃
度
を
適
正

に
保
て
ず
軟
水
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
っ
て
透
析
液
が
作
成
さ
れ
る〝
水
〞と
な
る

の
で
す
。

　

本
題
に
戻
り
ま
す
が
、技
士
の
一
番
の
動
き
と
し
て
は
、「
水
の

確
保
」で
す
。皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、血
液
透
析
で
は
大
量
の
水

を
使
用
し
ま
す
。水
の
使
用
量
を
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、1
人
当

り
1
時
間
で
30
ℓ
、5
時
間
透
析
で
5
倍
の
1
5
0
ℓ
使
用
し
ま

す
。当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
1
サ
イ
ク
ル
で
73
名
同
時
に
透
析
が
可
能

で
す
が
、73
名
だ
と
1
時
間
で
2
、1
9
0
ℓ
、5
時
間
で
1
0
、

9
5
0
ℓ
使
用
し
ま
す
。

　

地
震
発
生
後
は
、な
が
み
ね
で
は
貯
水
槽
や
配
管
の
破
損
も
な

く
満
水
状
態
だ
っ
た
た
め
近
隣
施
設
の
透
析
患
者
様
も
受
け
入

れ
て
透
析
を
開
始
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
断
水
に
よ
り
水
の

確
保
が
困
難
で
透
析
時
間
の
短
縮
や
透
析
流
量
を
落
と
す
こ
と

で
、何
と
か
貯
水
槽
の
水
で
そ
の
日
を
乗
り
切
れ
ま
し
た
。自
衛

隊
の
給
水
車
に
よ
る
水
の
供
給
を
受
け
な
が
ら
透
析
が
始
め
ら

れ
る
予
定
で
し
た
が
、渋
滞
に
よ
る
給
水
車
の
到
着
遅
れ
、給
水

量
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
で
開
始
時
間
の
遅
れ
や
光
の
森
で
の

透
析
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、冒
頭
で
も
申
し
ま
し
た
が
、水
道
水
は
そ
の
ま
ま
透
析

に
使
用
で
き
な
い
た
め
、特
殊
な
機
械（
R
O
装
置
：
逆
浸
透
装

置
）を
用
い
ま
す
。い
く
つ
か
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
ま
す
が
、写

真
が
そ
の
一
部
で
す
。写
真
右
の
白
い
も
の
が
新
品
で
す
が
、汚
れ

具
合
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。通
常
は
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
通
常

3
か
ら
4
ヶ
月
で
交
換
し
て
い
ま
す
が
、震
災
後
は
10
日
程
で
交

換
し
ま
し
た
。こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
後
に
も
、更
に
特
殊
な
フ
ィ
ル

タ
ー
を
用
い
、生
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
の
水
を
透
析
に

用
い
て
い
ま
す
の
で
、患
者
さ
ん
の
皆
様
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
今
回
の
地
震
を
受
け
多
く
の
患
者
様
に
十
分
な
透
析

の
提
供
が
困
難
と
な
り
、大
き
な
不
安

を
抱
か
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ

技
士
と
し
て
の
課
題
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、常
に
安
心
・
安
全

な
透
析
を
提
供
で
き
る
よ
う
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仁
誠
会　

看
護
部

　

災
害
時
に
起
こ
る
可
能
性
は
知
っ
て
い
て
も
、身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
少
な
い
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
。今
回
の
事
で
、よ
り
多

く
の
人
た
ち
が
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。災
害
時
だ
け
で
は

な
い
、こ
の
病
気
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、わ
ず

か
な
時
間
で
も
い
い
の
で
、体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
は
、飛
行
機
や
車
の
中
な
ど
で

長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
る
と
足
の
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て

血
の
塊
が
で
き
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
も
の
で
、中
に
は
、そ
の
塊

が
血
管
を
通
じ
て
肺
の
動
脈
ま
で
運
ば
れ
、最
悪
の
場
合
、血

管
が
つ
ま
っ
て
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。車
の
中
だ
け
で

な
く
、避
難
所
で
も
体
を
動
か
さ
ず
に
座
っ
て
ば
か
り
い
る
と

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
震
直
後
で

車
中
泊
が
続
く
時
期
は
、血
栓
が
で
き
や
す
く
危
険
。長
時
間

同
じ
姿
勢
を
と
ら
ず
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
る
と
と

も
に
、ゆ
と
り
を
持
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、生
活
を
少
し
で

も
日
常
に
近
づ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。足

や
足
の
指
を
こ
ま
め
に
動
か
し
た
り
、1
時
間
に
一
度
は
、か
か

と
の
上
下
運
動
を
20
〜
30
回
程
度
し
て
、エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
が
み
ね 

栄
養
科
主
任　

赤
塚 

薫

　

災
害
時
に
食
事
が
摂
れ
な
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
り

ま
す
。す
る
と
体
の
筋
肉
が
壊
さ
れ
て
、毒
素
や
カ
リ
ウ
ム
が

生
じ
る
た
め
、尿
毒
症
や
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
引
き
起
こ
し
、

命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

透
析
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
て
、余
分
な
水
分
や
老

廃
物
を
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
、食
事
の
調
整
が
大
切
で
す
。今

回
は
特
に
カ
リ
ウ
ム
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
、ご
飯
、お
粥
、パ
ン
、ビ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
主
食
を
毎
食
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〝
命
〞に
か
か
わ
る
食
事
の
調
整

　
　
　
　
　 

〜
カ
リ
ウ
ム
〜

　

災
害
時
、保
険
証
を
持
た
ず
に
避
難
し
て
い
る
等
の
た
め
、

保
険
医
療
機
関
等
で
保
険
証
を
提
示
で
き
な
い
場
合
に
は
、保

険
証
が
な
く
て
も
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※﹇
1
﹈氏
名
、﹇
2
﹈生
年
月
日
、﹇
3
﹈連
絡
先（
電
話
番
号
）、

﹇
4
﹈加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
分
か
る
情
報（
被
用
者

保
険
の
場
合
は
事
業
所
名
、国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
住

所
及
び
組
合
名
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合
は
住
所

が
必
要
で
す

災
害
時
の
医
療
機
関
受
診
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
な
ど（
熊
本
県
以
外
の
医
療
機
関
等
も
含
む
。）で

診
療
を
受
け
る
際
に
、医
療
機
関
等
の
窓
口
で
、次
の
１
〜
３
に

該
当
す
る
旨
を
申
告
す
る
こ
と
で
、一
部
負
担
金
の
支
払
い
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

１
．住
家
の
全
半
壊
、全
半
焼
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し

た
旨 

２
．主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
り
、行
方
不
明
で
あ
る
旨 

３
．主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
休
止
・
廃
止
し
た
旨
や
失

職
し
て
現
在
収
入
が
な
い
旨

※
猶
予
の
対
象
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
医
療
機
関
窓
口
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

被
災
さ
れ
た
方
が

診
療
を
受
け
た
際
の

一
部
負
担
金
に
つ
い
て

　

災
害
多
発
の
日
本
で
、熊
本
で
ま
さ
か
の
震
度
７
を
２
回
経
験
し
、私
た
ち
も
戸
惑
い
、ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
認
や
混
乱
し
た
情
報
の
中
、患
者
の
皆
さ
ん
に
も
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
・
人
・
物
の
中
で
最
大
限
に
効
果
の
得
ら
れ
る
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
こ
れ
を

機
に
、災
害
対
策
を
見
直
し
、平
時
の
時
か
ら
減
災
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

仁
誠
会
看
護
部
長　

吉
本 

・ 

仁
誠
会
技
士
部
長　

宇
並

果
物
、生
野
菜
は

い
つ
も
の
半
分
量
に

減
ら
す

バ
ナ
ナ
、

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は

食
べ
な
い

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、チ
ョ
コ
、

黒
砂
糖
の
お
菓
子
や
飴
、

ナ
ッ
ツ
類
、芋
や
芋
菓
子

は
避
け
る

飲
み
物
は
で
き
る
だ
け

水
を
選
ぶ
。

※
コ
ー
ヒ
ー
、コ
コ
ア
、
牛

乳
、豆
乳
、野
菜
ジ
ュ
ー
ス

は
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
の
で

注
意

震
災
を
受
け
て 

〜
技
士
部
の
活
動
〜

録音は
171-1

再生は
171-2

仁誠会クリニック光の森
3tの水を貯水タンクに補充

プレフィルター

足
の
指
で

グ
ー
つ
く
る

1

足
の
指

を
ひ
ら
く

2

足
を
上
下
に

つ
ま
先
立
ち
す
る

3

つ
ま
先
を

引
き
上
げ
る

4

ひ
ざ
を

両
手
で
抱
え
、

足
の
力
を
抜
い
て

足
首
を
回
す

5

ふ
く
ら
は
ぎ
を

軽
く
も
む

6

カ
リ
ウ
ム
を
減
ら
す
食
べ
方
の
ポ
イ
ン
ト

仁誠会クリニックながみね
自衛隊の給水車から職員も一丸となって
バケツリレーで貯水タンクへ
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入
所
科
3
階 

介
護
士
　
服
部 

律
子

　
4
月
14
日
21
時
26
分
頃
、前
震
が
来
た
時
私
は
夜
勤
を
し
て
い
ま

し
た
。利
用
者
さ
ん
は
全
員
休
ま
れ
て
お
り
、地
震
で
転
倒
、事
故
が

な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

　
夜
勤
職
員
3
人
は
、大
き
な
揺
れ
、鳴
り
響
く
火
災
報
知
機
の
音
、

不
安
に
な
ら
れ
た
利
用
者
さ
ん
の
安
否
確
認
、安
全
で
あ
る
こ
と
の

声
か
け
、何
も
か
も
が
初
め
て
で
、地
震
対
応
に
必
死
で
し
た
。

　
施
設
を
揺
ら
す
余
震
は
続
き
、利
用
者
さ
ん
を
食
堂
の
中
央
フ
ロ

ア
に
誘
導
し
て
い
る
と
、赤
と
ん
ぼ
に
応
援
の
職
員
が
駆
け
つ
け
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。不
安
だ
っ
た
3
人
に
、感
謝
と
安
堵
の
気
持
ち

が
出
た
こ
と
を
今
も
忘
れ
ず
に
覚
え
て
い
ま
す
。お
陰
で
速
や
か
に

利
用
者
の
方
全
員
を
中
央
フ
ロ
ア
に
誘
導
で
き
、安
全
に
休
む
こ
と

の
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
壁
に
は
ヒ
ビ
が
入
り
、大
き
な
棚
が
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
状
況
を

見
て
不
安
で
し
た
が
、声
を
か
け
合
い
、応
援

の
職
員
が
来
て
く
れ
た
こ
と
で
不
安
も
な
く

な
り
、こ
の
大
き
な「
熊
本
地
震
」の
困
難
を

利
用
者
さ
ん
と
共
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
経
験
は
辛
か
っ
た
け
れ
ど

も
、こ
れ
か
ら
の
災
害
時
の
対
応
に
活
か
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
大
き
な
地
震
が
な
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
が
み
ね
歯
科 

医
師　

田
尻
陽
子

　

熊
本
地
震
後
、熊
本
県
内
で
の

肺
炎
に
よ
る
入
院
患
者
数
が
前

年
同
期
と
比
べ
て
増
加
し
て
い
る

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。通

常
、肺
炎
を
発
症
す
る
人
は
冬
が

多
い
の
で
す
が
、こ
の
時
期
に
増
え
た
の
は
、地
震
後
の
断

水
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
が
十
分
に
で
き
ず
、長
引
く
避
難
生

活
な
ど
で
体
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
が
、誤
嚥

性
肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

口
の
中
に
常
在
す
る
肺
炎
の
原
因
菌
は
歯
磨
き
な
ど
の

口
腔
ケ
ア
を
行
わ
な
い
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
増
殖
し
て
し

ま
い
、特
に
飲
み
込
み
の
機
能
が
低
下
し
て
唾
液
で
も
誤

嚥
す
る
よ
う
な
高
齢
者
は
口
の
中
の
細
菌
が
気
管
に
入
っ

て
引
き
起
こ
す
誤
嚥
性
肺
炎
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
は
重
症
化
す
る
と
命
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
は
、と
に
か
く
口
の
中
の
細

菌
を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、地
震
直
後
の
混
乱
し
た
状
況
の
中
で
、食
事
も

ろ
く
に
と
っ
て
い
な
い
、水
も
な
い
か
ら
と
い
っ
た
理
由
で

口
腔
ケ
ア
は
必
要
な
い
と
後
回
し
に
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。食
べ
る
回
数
が
減
る
と
唾
液
の
分
泌
も
減
り
、唾
液

に
よ
る
自
浄
作
用
の
低
下
か
ら
口
腔
内
の
細
菌
は
増
加
し

て
し
ま
う
の
で
す
。つ
ま
り
、食
べ
な
い
時
ほ
ど
口
腔
ケ
ア

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

赤
と
ん
ぼ
で
は
断
水
に
な
っ
て
す
ぐ
入
所
フ
ロ
ア
の
ス

タ
ッ
フ
が
歯
科
室
に
来
て
、大
量
の
口
腔
ケ
ア
用
の
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
購
入
し
て
い
き
、水
な
し
で
も
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
拭
き
取
り
で
可
能
な
範
囲
の
口
腔
ケ

ア
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
赤
と
ん
ぼ
ス
タ
ッ
フ
の

迅
速
な
対
応
を
と
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
水
や
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
が
な
い
場

合
は
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ガ
ー

ゼ
な
ど
で
歯
や
入
れ
歯
を
磨
く
だ
け

で
も
十
分
で
す
。洗
口
液
で
の
う
が
い

も
効
果
的
で
す
。ま
た
、備
蓄
の
水
や

歯
ブ
ラ
シ
が
あ
る
場
合
は
、コ
ッ
プ
1

／
3
の
水
で
歯
磨
き
は
十
分
可
能
。

歯
磨
き
粉
を
つ
け
ず
に
よ
く
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
、よ
く
う
が
い
を
す
る
、1

日
1
回
、就
寝
前
だ
け
で
も
十
分
効

果
的
で
す
。災
害
時
で
も
口
腔
ケ
ア

を
お
忘
れ
な
く
！

命
守
る
お
口
の
ケ
ア 

　
　
　
〜
震
災
時
の
口
腔
ケ
ア
〜

　

災
害
が
起
こ
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
）

が
ス
ト
ッ
プ
し
、通
常
の
食
事
が
で
き
な
く
な
る
の
で
手

元
に
災
害
食
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
１

　
発
災
直
後
は
水
や
熱
源
が
な
い
の
で
、包
装
を
開

け
て
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
望
ま
し
い
。

ス
テ
ッ
プ
２

　
電
気
が
回
復
す
る
で
し
ょ
う
。飲
料
水
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
か
な
り
の
食
品
が
役
立
ち
ま
す
。無
洗
米
を

炊
く
、お
か
ず
の
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、カ
ッ
プ

麺
等
。洗
い
物
用
の
水
は
な
い
の
で
使
い
捨
て
食
器
、

ラ
ッ
プ
が
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
期
待
通
り
に
回
復
し
な
い
場

合
、ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
微
量
栄
養
素
や

食
物
繊
維
が
不
足
し
が
ち
で
す
。普
段
の
食
事
に
近

い
も
の
が
強
く
求
め
ら
れ
、食
事
へ
の
欲
求
が
高
ま

り
ま
す
。多
様
な
食
品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

備
蓄
は
、水
は
1
日
2
L
を
目
安
に
、パ
ン
・
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、鯖
さ
ん
ま
缶
詰
、み
か
ん
缶
、羊
羹
な
ど
、無
洗
米
、レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
等
。野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、豆
乳
も
お
勧
め
で
す
。

災
害
時
は
食
欲
も
落
ち
る
の
で
自
分
好
み
の
食
品
を
備

蓄
す
る（
味
を
事
前
に
確
認
）。備
蓄
の
リ
ュ
ッ
ク
は
、す
ぐ

に
持
ち
出
せ
る
よ
う
い
つ
も
居
る
場
所
に
お
い
て
置
く
。

「
食
」の
備
蓄 

〜
自
分
の
為
の
備
蓄
を
考
え
る
〜

　

生
活
不
活
発
病
は
、「
動
か
な
い
」状
態
が
続
く
こ
と
に

よ
り
、心
身
の
機
能
が
低
下
し
て「
動
け
な
く
な
る
こ
と
」

を
い
い
ま
す
。特
に
持
病
を
お
持
ち
の
方
や
高
齢
者
の
方

は
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、精
神
的
な
問
題
も
生
じ

て
く
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

生
活
不
活
発
病
の
症
状
と
し
て
は
、全
身
に
影
響
す
る

も
の
、身
体
の
一
部
に
起
こ
る
も
の
、精
神
や
神
経
の
働
き

に
起
こ
る
も
の
と
い
ろ
ん
な
要
因
か
ら
発
生
し
ま
す
。重

症
に
な
る
前
に
生
活
不
活
発
病
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
早
期

発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、地
震
後
に
は「
す
る
こ
と
が
な
い
」「
周
り
に
遠
慮

し
て
し
ま
う
」「
環
境
の
変
化
に
適
応
で
き
な
い
」な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。予
防
す
る
為
に
は
、1
日
の
活
動
量
を

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
震
発
生
か
ら
数
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。今
は
初

期
段
階
で
あ
っ
た「
生
命
を
維
持
す
る
」と
い
う
よ
り
も
、

「
活
発
な
生
活
づ
く
り
」が
必
要
と
な
る
の
で
す
。そ
こ
で
、

積
極
的
に
新
し
い
役
割
・
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。た
だ
、体
を
動
か
す
と
い
う
よ
り
も
目
的

を
持
っ
て
楽
し
く
散
歩
や
家
事
や
趣
味
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
と
気
分
転

換
に
な
り
ま
す
。身
体

的
に
も
活
発
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
動
か
な
い
」状
態
が

「
動
け
な
い
」状
態
を
つ
く
る 

　
　
　
〜『
生
活
不
活
発
病
』に
つ
い
て
〜

震
災

体
験
し
て

を

　
「
熊
本
地
震
」か
つ
て
な
い
、震
度
7
の
地
震
を
2
回
経
験
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
が
、2
ヶ
月
た
っ
た
現
在
で
も
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
く
、

私
達
も
今
で
も
、不
安
と
、余
震
と
の
恐
怖
と
闘
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、前
を
向
い
て
、施
設
の
理
念
で
も
あ
る「
心
ひ
と
つ
」で
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

仁
誠
会
介
護
部
長　

東

「
前
震
」　

夜
勤
の
時
受
け
て通

所
科 

介
護
士
　
田
口 

誠
治

　
地
震
の
後
、赤
と
ん
ぼ
通
所
が
利
用
休
止
に
な
り
、通
所
ス
タ
ッ
フ

は
入
所
業
務
の
手
伝
い
に
回
り
ま
し
た
。

　
入
所
利
用
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
す
る
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
会
話
や

笑
顔
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
で
し
た
。体
に
も
疲
れ
が
出
て
、

ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
っ
て
き
て
も
仕
方
が
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、何
か
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、歌
を
唄
え

ば
少
し
は
気
晴
ら
し
に
な
る
か
と
思
い
上
司
に
提
案
。昔
の
流
行
り

歌
や
唱
歌
な
ど
を
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
唄
い
ま
し
た
。大
声
で
唄
う

方
、小
声
で
口
ず
さ
む
方
、静
か
に
耳
を
傾
け
る
方
な
ど
、楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。「
子
供
の
頃
の
歌
を
聴
け
て
良
か
っ
た
」「
今
度
は
ひ

ば
り
ち
ゃ
ん
を
や
っ
て
」な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
聴
か
れ
ま
し
た
。

　
一
日
一
回
、続
け
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、利
用
者

さ
ん
の
表
情
が
少
し
ず
つ
で
す
が
和
ら
い
で

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
震
災
で
環
境
が
変
わ
り
、家
族
の
事
も
心
配

し
体
力
も
落
ち
て
き
て
い
る
時
こ
そ
、少
し
の

時
間
で
も
楽
し
く
過
ご
す
事
は
大
切
で
す
。何

も
し
な
く
て
も
一
日
は
過
ご
せ
ま
す
が
、ワ
ク

ワ
ク
す
る
時
間
が
少
し
で
も
あ
る
と
、笑
顔
が

生
ま
れ
る
と
い
う
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
震
災
」　

部
署
の
枠
を
越
え
て

リ
ハ
科 

運
動
指
導
員
　
光
中 

充

　
熊
本
地
震
で
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
長
嶺
小
、中
学
校
へ
出
向
き

体
操
教
室
を
行
い
ま
し
た
。目
的
は
、「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
」・「
生
活
不
活
発
病
」の
予
防
・
改
善
で
す
。初
め
て
体
育
館
に

入
っ
た
時
、マ
ッ
ト
や
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
寝
て
い

る
方
が
体
育
館
全
体
に
お
ら
れ
て
、こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

な
い
空
間
で
の
避
難
生
活
は
辛
い
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ
ん

な
方
々
に
、自
分
達
の
体
操
で
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
、精
一
杯
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
操
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
に
全
員
に
声
を
か
け
て
ま
わ
り
、初

日
は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
2
回
3
回
と
続
け
て
い
く
う

ち
に
徐
々
に
増
え
、最
終
的
に
は
体
育
館
全
体
の
方
々
が
、ご
自
分
で

体
操
で
き
る
ス
タ
イ
ル（
椅
子
に
座
っ
て
あ
る
い
は
そ
の
場
に
立
っ

て
）で
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。参
加
者
の
方
か
ら「
元
気
が
出

る
、気
持
ち
よ
か
っ

た
」と
い
う
声
を
多

く
も
ら
い
、元
気
を

与
え
る
側
で
し
た

が
、実
際
は
自
分
達

自
身
が
元
気
を
頂

き
、地
震
に
負
け
ず

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

避
難
所
で
精
一
杯
体
操
を
行
い
ま
し
た

歯・内頬 舌 上顎

KOKOROHITOTSU ◎ 67 ◎ KOKOROHITOTSU



　赤とんぼでは、誰もが元気で快適に過ごせる地域づくりを目指しています。近隣の老人会への健康講話・出前

フィットネスなどの出前講座をはじめ、学校や施設からの施設見学会やボランティアの受入など、介護保険制度

の仕組み、介護予防活動についての啓蒙活動を推進しています。更に認知症について正しく理解していただくた

め、地域で認知症の方をサポートする体制づくりにも積極的に取組んでおります。

地域活動へのお問い合せ：磯崎（赤とんぼ）TEL:096-331-3737・甲斐（赤とんぼ長嶺）TEL:096-368-8800

… 赤とんぼ1階リハビリコーナー　月～土（金除く）15：00～　参加費：500円

… 地域へ出かけます　参加費：500円（現在月出・黒髪地区にて開催中）

赤とんぼフィットネスクラブ

出張赤とんぼフィットネスクラブ

　熊本は認知症サポーター受講率全国No.１のすばらしい県です。

ういと」？のいいらたしを何どけたっらもはグンリジンレオ「、もで

声も多く聞かれました。実際に認知症の方々との接し方を知った上

で、ボランティアの現場でサポートいただけるように講習会を開催

しています。介護の現場のスタッフが実践的に講習いたします。

ボランティア講習会 ●開催月の第1土曜日　13：30～ 14：30　●赤とんぼ5階ホール

　地域の方の健康維持・増進を目的

に、健康にかかわる事柄で皆様の興

味のあるものや、その時のトピックス

をテーマにして、その内容を正しく理

解して頂けるように、楽しくわかりや

すく伝えていきたいと考えています。

　昨年10月からスタートした「オレンジカフェ赤とんぼ」も半年が経過しました。

認知症の人やそのご家族、地域のサポーターの方たちが訪れてくださって、毎回

7、8名でのゆったりとした楽しい時間をすごすことができています。認知症になっ

ても安心して生活できる街づくりの一端を担いつつ、活動を継続します。

地域の元気をサポートします

健康講話 ●開催月の第1土曜日　13：30～ 14：30　●赤とんぼ5階ホール

オレンジカフェ赤とんぼ ●毎月第3日曜日　10：00～ 12：00　●赤とんぼ1階

参加費
無　料

参加費
無　料

参加費
300円

「ボランティア講習会」テーマ（予定）

「福祉用具の正しい使い方と介助の仕方」

「利用者さんとのコミュニケーションの取り方」

「実技（赤とんぼにて利用者さんとの交流）」

9月

11月

1月

「健康講話」テーマ（予定）

骨粗鬆症＋骨密度測定と体操

加齢による筋力低下について

感染対策

寒い時期の転倒予防

8月

10月

12月

2月

赤とんぼで定期的に開催している地域の方々への活動をご紹介します

お飲み物
お菓子付き
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医療法人社団仁誠会  相談窓口　（透析・介護のことなら何でもお気軽にご相談下さい）

■通所リハビリテーション　赤とんぼ黒髪

■有料老人ホーム　赤とんぼ黒髪

〒860-0862　熊本市中央区黒髪6-29-37
TEL：096-346-3535　FAX：096-346-3537

TEL：096-346-3939　FAX：096-346-3538

■有料老人ホーム　赤とんぼ長嶺

■小規模多機能ホーム　赤とんぼ長嶺

〒861-8039　熊本市東区長嶺南6丁目25-97
TEL：096-368-8800　FAX：096-368-1188

TEL：096-368-8885　FAX：096-368-1155

■介護老人保健施設　ケアセンター赤とんぼ

■赤とんぼ　訪問介護事業所

■赤とんぼ　居宅介護支援事業所

〒861-8043　熊本市東区戸島西2-3-10
TEL：096-331-3737　FAX：096-360-7103

TEL：096-331-3811　FAX：096-360-7103

TEL：096-331-8879　FAX：096-360-7103

〒861-8043　熊本市東区戸島西2丁目3番10号
TEL：096-331-2211

■仁誠会クリニックながみね
　訪問リハビリテーション事業所

〒862-0975　熊本市中央区新屋敷1-14-2
TEL：096-211-5151　FAX：096-211-5057

■仁誠会クリニック黒髪

■仁誠会クリニック大津

■仁誠会クリニック新屋敷

〒860-0862　熊本市中央区黒髪6-29-37
TEL：096-345-6533　FAX：096-346-3388

〒869-1102　熊本県菊池郡菊陽町原水2973
TEL：096-232-9595　FAX：096-232-9888

■仁誠会クリニックながみね

■仁誠会クリニック光の森

〒861-8043　熊本市東区戸島西2-3-10
TEL：096-331-2211　FAX：096-360-4841

〒869-1108　熊本県菊池郡菊陽町光の森3-1-1
TEL：096-285-3466　FAX：096-285-3488

仁誠会では、当施設が保有してい
る患者さん、その他関係者の個人
情報に関して、関連法令・他法令を
遵守し、個人情報の保護に取り組
んでいます。
個人情報は、当法人からの医療や
介護サービスに関わる情報のご案
内以外、他の目的には使用いたし
ません。

●個人情報保護について●

仁誠会窓口メールアドレス
jinseikai-madoguchi@jinseikai.or.jp

ホームページ 検 索仁 誠 会

仁誠会のホームページが
リニューアルしました！


